
内線規程 Q&A 2022年版（2022年12月25日初版発行） 正誤表

更新日 2024年2月20日（火）

本書において，誤記がございましたのでお詫びの上，訂正させていただきます。

訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.12

Q1-5 解説※三相 3 線式
の設備不平衡率の式

2024年2月20日

P.55

Q1-22 解説下から 4 行目 ～心臓に直接流れて起きる電撃をいい，～ ～心臓に直接流れて生きる電撃をいい，～ 2023年10月4日

P.69

Q1-25 解説上から 1 行目
～（低圧幹線を分岐する場合の過電流遮断器の
施設）～

～（低圧幹線を分岐する場合の過電流遮断機の
施設）～

2023年10月4日

P.81

Q1-28 解説図 4 凡例

図 4 屋内配線長と末端発生電圧の関係 図 4 屋内配線長と末端発生電圧の関係

2023年10月4日

P.81

Q1-28 解説図 5 凡例

図 5 SPD と共用接地線の接続点距離と
末端発生電圧との関係

図 5 SPD と共用接地線の接続点距離と
末端発生電圧との関係

2023年10月4日

1 ／ 6

=
各線間に接続される単相負荷総設備容量の最大最小の差

総負荷設備容量の1/2
 × 100=

各線間に接続される単相負荷総設備容量の最大最小の差

総負荷設備容量の1/3
 × 100
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項目 区 分 高さ（m）

①
道路（車両の往来がまれであるもの及び歩行の用にのみ供
される部分を除く。）を横断する場合

路面上
5.0

② 技術上やむを得ない場合において交通に支障のないとき
路面上

3.0

項目 区 分 高さ（m）

①
道路（車両の往来がまれであるもの及び歩行の用にのみ供
される部分を除く。）を横断する場合

路面上
5.0

② 技術上やむを得ない場合において交通に支障のないとき
路面上

3.0

訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.93

Q1-33 解説表1

表1 低圧架空引込線の高さ 表1 低圧架空引込線の高さ

2023年10月20日

P.103

Q1-36 質問の詳細

内線規程1370-7条「引込口装置の施設」の3項
〔引込口から引込口装置までのこう長〕では，
引込口から引込口装置までの電線こう長は，8 m

以下とすることを勧告的事項として定められて
いますが，その理由を教えて下さい。

内線規程1370-5条「低圧引込線の引込線取付点
から引込口装置までの施設」 では，
引込線取付点から引込口装置まで原則接続点を
設けないこととしていますが，その理由を教え
て下さい。

2023年10月20日

P.111

Q1-39 質問の詳細
上から 1 行目

内線規程1345-2条「低圧電路の絶縁性能」の
［注7］に～

内線規程1345-2条「低圧電路の絶縁抵抗」の
［注7］に～

2023年10月20日

P.111

Q1-39 解説
上から 5 行目

～1345-2条「低圧電路の絶縁性能」［注7］に上
記の～

～1345-2条「低圧電路の絶縁抵抗」［注7］に上
記の～

2023年10月20日

P.113

Q1-40 質問の詳細
上から 1 行目

内線規程1360-3条「配線用遮断器の規格及び選
定」の3項及び1375-2条「漏電遮断器などの選
定」の5項では中性線欠相保護機能付きの～

内線規程あああああああああああああああああ
1375-1条「漏電遮断器などの取

付け」 では中性線欠相保護機能付きの～
2023年10月20日

P.113

Q1-40 解説
図1 通常時

2023年10月20日

P.113

Q1-40 解説
図1 欠相時

2023年10月20日
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発泡ポリウレタン

紙管に VVF を巻いてその後発泡ポリウ

発砲ポリウレタン

紙管に VVF を巻いてその後発砲ポリウ

訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.119

Q2-2 解説 (1)式
𝑆𝑛 ≦

𝐿 ⋅ 𝐻0
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∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙ 1 2023年10月20日

P.126

Q2-4 解説下から 12 行目
～施設条件の中からラックの性能及び～ ～施設条件の中からラックに性能及び～ 2023年10月4日

P.127

Q2-4 解説② 2 行目
～取扱者以外の者が電線に触れないように す
る方法

～取扱者以外の者が電線に触れないようにとす
る方法

2023年10月4日

P.136

Q3-1 質問の詳細
内線規程3102-1条「施設場所と配線方法」では，
～

内線規程3102-1条「施設場所と施設方法」では，
～

2023年10月20日

P.142

Q3-3 質問の詳細 3行目
～絶縁性能が劣化するおそれがあるため注意を
要する」と～

～絶縁性能が劣化するおそれがあるので注意を
要する」と～

2023年10月20日

P.142 

Q3-3 解説下から 2 行目
図 1 のようにVVFケーブルと発泡ポリウレタン
を～

図 1 のようにVVFケーブルと発砲ポリウレタン
を～

2023年10月4日

P.143 

Q3-3 解説下から 5 行目
図 2 のようにVVFケーブルと発泡ポリウレタン
を～

図 2 のようにVVFケーブルと発砲ポリウレタン
を～

2023年10月4日

P.143 

Q3-3 解説図 2

図 2 試験状態 図 2 試験状態

2023年10月4日

P.145

Q3-3 解説 4.

以上のように，断熱防湿紙付グラスウール（ア
スファルト系～

以上のように，断熱防湿 付グラスウール（ア
スファルト系～

2023年10月20日

P.164

Q3-9 解説上から 8 行目
～ここでいう耐燃性（自己消火性）は～ ～ここでいう耐燃性（自己消火 ）は～ 2023年10月4日
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訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.166

Q3-10 質問の詳細
内線規程3120節「金属製可とう電線管配線」に
ついて，～

内線規程3120節「金属製可とう電線管 」に
ついて，～

2023年10月20日

P.168

Q3-11 A3-11上から1行目
形状による違いも ありますが，～ 形状による違いもがありますが，～ 2023年10月4日

P.177

Q3-14 A3-14上から3行目
～「 天井面・壁面に～ ～「石膏ボード等の天井面・壁面に～ 2023年10月20日

P.177

Q3-14 A3-14上から7行目
～及び「 天井面・壁面に～ ～及び「石膏ボード等の天井面・壁面に～ 2023年10月20日

P.177

Q3-14 解説上から 4 行目
～床面に施設する平形保護層配線の施設例～ ～床面に施設する平形保護装置配線の施設例～ 2023年10月4日

P.179

Q3-14 解説上から 1 行目
この 3 種類の平形保護層配線の構造例を～ この 3 種類の平形保護装置配線の構造例を～ 2023年10月4日

P.179

Q3-14 解説表 1 No.②
2023年10月4日

P.180

Q3-14 解説図 4
2023年10月4日
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クロス面接地用保護層 クロス面 保護層
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項目 規定概要

パワーコンディショナの施設 ・点検できる 場所に施設すること。

…
…

…
…

項目 規定概要

パワーコンディショナの施設 ・点検できるいんぺい場所に施設すること。

…
…

…
…

訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.195

Q3-21 解説下から 2 行目
～大地との間の絶縁抵抗値は，常に～ ～大地との間の 縁抵抗値は，常に～ 2023年10月4日

P.199

Q3-22 解説表 1 

昭和40年電気設備の技術
基準の概要欄
上から 1 行目

旧電気工作物規程第4項で規定していた～ 旧電気工作物規程第 4 項で規程していた～ 2023年10月4日

P.209

Q3-27 解説表 1

表1 太陽光発電設備の施設方法に関する規定の概要 表1 太陽光発電設備の施設方法に関する規定の概要

2023年10月25日

P.214

Q3-28 解説表 1

燃料電池発電設備等の保
護装置の施設にある規定
概要

・燃料電池発電設備に過電流や～ ・燃料 発電設備に過電流や～ 2023年10月4日

P.233

Q4-1 解説下から 4 行目
～のリスト化は，2021年（令和3年）5月31日付
の～

～のリスト化は，2022年（令和3年）5月31日付
の～

2023年10月20日

P.234

Q4-1 解説表1のタイトル
表1 電技解釈本文第15条の規定表現（2022年4

月1日改正）
表1 電技解釈本文第15条の規定表現（2022年5

月31日改正）
2023年10月20日

P.238

付録上から 2 行目
・2400-7 地中電線と地中弱電流電線又は地中
光ファイバケーブルとの接近， 交差

・2400-7 地中電線と地中弱電流電線又は地中
光ファイバケーブルとの接近，又は交差

2023年10月20日

P.238

付録上から 3 行目
・2400-8 地中電線と他の地中電線等との接近
又は交差

・2400-8 地中電線と他の地中電線等との接近
，又は交差

2023年10月20日

P.238

付録上から 6 行目
④ 地中弱電流電線又は地中光ファイバケーブ
ルの～

④ 地中弱電流電線及び地中光ファイバケーブ
ルの～

2023年10月20日

P.239

付録上から 8 行目
〔注〕1 項による場合，以下に示す文献が参考
になる。

〔注〕本項による場合，以下に示す基準・指針
が参考になる。

2023年10月20日



訂正箇所 正 誤 修正履歴

P.239

付録下から 13 行目
～（支持物の標準仕様）による場合は，1 項に
よらないことが～

～（支持物の標準仕様）による場合は，前項に
よらないことが～

2023年10月20日

P.239

付録下から 10 行目
～9mを超える場合には，1 項及び 2 項によらず
建築基準法施行令第3章「構造強度」のうち，～

～9mを超える場合には，ああああああああああ
建築基準法施行令第3章 構造強度 のうち，～

2023年10月20日

P.239

付録下から 5 行目
～施設される土地が降雨等による土砂流出や地
盤崩落等で公衆安全に影響～

～施設される土地が降雨等によって土砂流出や
地盤崩落等によって公衆安全に影響～

2023年10月20日

P.239

付録下から 2 行目
～必要に応じて抑制工，抑止工等の土砂災害対
策～

～必要に応じて抑制工，抑止 等の土砂災害対
策～

2023年10月20日

P.242

付録 5.規定内容の強化
・1361 節 SPD（サージ防護デバイス） ・1361 節 雷保護装置 2023年10月20日
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以 上


